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本調査研究報告書は、アジア経済研究所が 2012 年度、2013 年度（２年間）に実施してい

る「ポスト新自由主義期のラテンアメリカにおける政治参加」研究会の成果の一部であり、

一年目の中間報告書となる。本研究会（ポスト新自由主義期におけるラテンアメリカの政

治参加）の最終成果は、2014 年度中に研究双書として出版される予定である。 

本研究会の目的は、「ポスト新自由主義期」のラテンアメリカ諸国で展開されている、市

民による新たな政治参加の実態を解明することにある。1980 年代から 1990 年代にかけて実

施された新自由主義改革は、地方分権や公的サービスの縮減という意味での中央政府の縮

小や国家・社会の関係性の変化、社会の粉砕や原子化などをもたらし、それ以降に広がっ

たアンチ新自由主義運動と合いまって、さまざまな形態の政治参加の地平を広げてきた。

例えば、地方政府レベルにおける予算編成や政策立案への市民参加、街角での新たな政策

議論の場の設置、政策や政府に対する不満や要求の非制度的なアピールや抗議など、国政

選挙や国民投票での投票という、代表制民主主義における従来の政治参加の枠組みにとど

まらない、市民による「新たな政治参加」の形態が見られる。そしてそれは、近年ラテン

アメリカ諸国で見られる左派政権の台頭をもたらした重要な要因の一つであった。本研究

会は、各国でみられる「新しい政治参加」が、いかなる背景のもとに生まれ制度化されて

きたのか、またそれらがいかに運営され、またいかほどの政治的影響力をもつのかなどに

ついて、詳細な調査と分析を実施するべく企画された。 

研究会一年目である今年度の報告書は、主に、各自のテーマに沿った先行研究のレヴュ

ーや方法論に注目した内容となっている。この調査研究報告書を足がかりとし、今後、来

年度の最終成果報告書の出版に向けて、更なる議論を重ねていく予定である。 
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